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地元対応の状況

2

相手 説明日 参加人数 説明資料

南区協議会
(自治会代表者・有識者)

平成28年7月28日

Ｐ６

地元自治会
（自治会長）

【新津地区】
平成28年8月2日

【可美地区】
平成28年8月9日

第1回報告会
（地元住民）

【新津地区】
平成28年8月30日

66名

【可美地区】
平成28年9月13日
≪資料回覧≫
平成28年10月20日

101名

Ｐ９

地元自治会
（自治会長）

【可美地区】
平成28年11月15日
≪資料回覧≫
平成28年12月2日
【新津地区】
平成28年11月１９日

Ｐ１１

２



■報告会での主な質問 
項目 種別 概要 具体的な質問内容 回答 アクションプラン 

プラン 目標 プラン期

間の設定 

頻繁に発生する浸水被害を考えると

アクションプランの期間が１０年間

では遅い 

一般的に河川改修は、長期間・多額費用がかかることから、

今回のアクションプランでは関係部局が連携し、予算も考

慮して実施可能な対策として、目標を定め計画をしていま

す。 

P30  5.3 アクションプランの対象期間 

 

中間目標（5年間）を設定し、解りやすいよ

うにします。 

効果の目

標設定 

１０年後の効果が床上浸水の解消で

は目標設定が低いのでは？ 

アクションプランは、あくまでも当面の対策を盛り込んだ

行動計画であり、これで終わりではなく、その後も河川の

改修計画を検討していきます。 

P29  5.1 アクションプランの目標 

 

 

河川 

改修 

計画 

内容 

未整備区

間につい

て 

河川未整備区間は整備しないのか？ アクションプランは、あくまでも当面の対策を盛り込んだ

行動計画であり、これで終わりではなく、その後も河川の

改修計画を検討していきます。 

P29  5.1 アクションプランの目標 

P31  5.4 アクションプランの基本方針と 

留意事項 

 

現在作業中である「高塚川改修計画」で、将

来的な河川の整備計画を検討していきます。 

全体計画 高塚川の水を南の海側へもっていき、

排水することはできないのか？ 

南側へ排水する計画は、勾配や地形的な問題、南側排水機

場の能力アップも必要となり大規模工事となることから、

河川を拡幅する等の対策が適切と考えています。 

維持 

管理 

藻・水草

の除去 

河川内の藻・水草は除去してもすぐに繁

茂する。１回ではなく毎年実施してもら

いたい。 

流下断面拡大の河床掘削を実施することで、藻・水草の除

去を行う。維持は毎年実施できるように予算要求する。 

P35  5.6 アクションプランの対策内容 

ｇ.高塚川の維持（浚渫、草刈、藻の除去） 

貯留 

施設 

計画 

内容 

規模と効

果 

公共施設関係と下水道の整備で 10 年

後には床上浸水がなくなるというこ

とだが、そんなに公共施設に降る雨が

影響しているのか？ 

貯留施設だけで効果が上がるものではなく、全体のメニュ

ーを実施することで効果が上がる。まず、地域全体で各自

が流出を抑制することが大切なため、公共施設が積極的に

流出抑制を目指していく。 

P42  5.7 アクションプランの予想効果 

 

雨水調整池や貯留施設が何箇所かあ

るが、どれくらいの容量があるのか？

細かな工期、期間の詳細な情報を頂き

たい。 

雨水貯留施設として可美公園多目的広場へ 1 箇所、貯留施

設については、可美公園や可美中学・新津中・新津小のグ

ランドを利用した公園・校庭貯留として 4 箇所の合計 5 か

所を計画しています。この 5 か所の施設で貯留する容量は

全体で 18,000ｔを計画しています。 

P35  5.6 アクションプランの対策内容 

e.貯留施設整備（下水道施設） 

f.貯留施設整備（公共施設） 

公共施設の貯留とあるが、可美公園の

サッカー場や駐車場を掘削し、高塚川

の遊水池として整備することは検討

しないのか？また、空き地を市が購入

し遊水地を作ることも検討してもら

いたい。 

公園内の掘削による遊水地化については、将来計画を踏ま

えて施設管理者と協議中である。 

まず、公共施設での貯留を優先し、不足するものは、用地

買収して築造することも検討する。 

 

P35  5.6 アクションプランの対策内容 

f.貯留施設整備（公共施設） 
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項目 種別 概要 具体的な質問内容 回答 アクションプラン 

貯留 

施設 

実施 

内容 

下水道の

貯留施設

について 

貯留施設の整備は具体的にどのよう

な内容なのか？下水道施設の貯留施

設に関しては何をするのか？ 

多目的広場に容量 10,000ｔの地下貯留施設を計画していま

す。現在、設計は完了しており 11月上旬に施工業者が決定

する予定となっています。 

P35  5.6 アクションプランの対策内容 

e.貯留施設整備（下水道施設） 

 

雨水調整池を設置する場所の地盤調

査は実施しているか？ 

ボーリング調査を実施しています。調査のなかでガレキ片

は出ていません。 

 

排水 

施設 

 

田尻 

排水 

機場 

計画 

内容 

排水ポン

プの能力

について 

ポンプの排水能力の現状はどのくら

いで、新しい施設の能力はどれくらい

で、いつごろ配備されるか？ 

田尻排水機場は設置から 35年たっており、大分機能が低下

している。6.6  /s を排水する能力のポンプが設置されて

いるが、シミュレーションの結果では 4 割ほど能力が落ち

ている。改修計画を立てており、今年から取り掛かる予定。

最終的に31年度の3月に新しい田尻排水機場が完成する予

定。能力は 9.35  /ｓまで回復させる。 

P23  3.2 浸水原因の分析 

 （5）田尻排水機場の稼働状況 

 

P34  5.6 アクションプランの対策内容 

ｃ.田尻排水機場の更新 

ｄ.高塚川の改修（ポンプの増強） 

施工の順

番 （ 更

新・増強）

について 

田尻排水機場のポンプ更新より先に

増強ポンプを設置したほうがよいの

では？ 

ポンプ増強を先行すると、放流先の馬込川が増水により溢

水する危険性があります。この為、先行しても馬込川改修

が終わるまで排水できないことから、現在設置されている

ポンプの更新を先行して行います。 

 

排水ポン

プの改造

について 

田尻排水機場の更新にあわせ、ポンプ

の吸込み口を下げることはできない

のか？ 

出来ないなら、新設することも検討し

た方がよいのでは？ 

今回工事３台の内２台は排水機場のポンプ本体の補修であ

り、ポンプ性能は変更できないので、吸込み口を下げても

吸込み水位は変わりません。ただし、ポンプの取換え工事

を行うもう１台は、ポンプの吸込み口を下げて、現在より

も低い水位から排水できるように計画しています 

 

ポンプ機

能につい

て 

河川勾配がないのに、ポンプの能力ア

ップだけで膨大な水を処理すること

ができるのか？ 

高塚川の勾配は 1/10,000 と緩く、水が流れにくい。勾配の

緩いこともあって、繁茂している藻の影響も受けやすいと

いうことも分かった。これに関しては河道掘削と藻を除去

を同時にやらなければならない。また、河床掘削・藻の除

去をしっかりやれば、水が引っ張られることは検討の中で

分かっている。 

P41  5.7 アクションプランの予想効果 

 

P34  5.6 アクションプランの対策内容 

ｂ.高塚川の改修（河床掘削） 

運転 

方法 

事前運転

について 

高塚川の常時水位は高く、雨が降ると

すぐにあふれる。雨が降る前に、川の

水を全部抜くのはどうか？排水ポン

プをうまく利用して、早めの対策を 

多くの雨が降ることが予想される場合は、運転開始水位を

現在から見直しを行い、一定値以下の水位でもポンプを使

うことを検討している。また、潮の影響が雨の降る量を上

回るのであれば、早々に水門を閉めることで満ち潮による

水位上昇を防ぐといったことも検討している。 

 

P35  5.6 アクションプランの対策内容 

i. 排水機場の運転ルールの策定、適切な 

維持管理 
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項目 種別 概要 具体的な質問内容 回答 アクションプラン 

排水 

施設 

 

運転 

方法 

運転ルー

ル 

田尻排水機場ポンプの 2機あるうち、1

機しか動いていない（報告会当日）。

２機稼働するようになぜしないの

か？ 

ポンプ稼動は河川流量を考慮しているため、水位が高いと 2

機稼働し、水位が下がると１機稼働するように調整しなが

ら運転しています 

P35  5.6 アクションプランの対策内容 

i. 排水機場の運転ルールの策定、適切な 

維持管理 

 

管理 

方法 

管理主体 大雨が降った時は西南部土地改良区か

ら委託された操作員が、機場を操作し

水位操作をしているので、利水機能が

問題になるのはおかしい。最近では農

業よりも水害の問題の方が大きいの

で、市で管理してほしい。 

ポンプ場の管理に関しては、地元改良区と相談しながら、

管理人と運転人を出してもらって運営していく。業者や市

職員も雨の日には見に行っている。今後の管理手法につい

ては、どのような形が最善かを考えていきたい。 

ソフト

対策 

情報 

公開 

避難情報

について 

10 年の間に何回も浸水があるようで

は、買い物に行けない、学校にいけな

い、住民生活に困る。ソフト面で、困

っている人たちのことも考えた対策

をとった方がよいいと感じた。 

ソフト対策として、避難情報を早めに出すことも重要だと考え

ている。今年 6月には浜松市土木防災情報システムを開設し、

水位の情報や河川のライブ映像を配信する形をとっている。 

また、防災ホットメールもありますので、情報をとるために是

非、登録をお願いします。危機管理課でも高塚川の水位や避難

準備の基準を設定して、情報を早めに配信していくので、皆様

も早めに情報を入手するように心がけていただきたい。 

P37、38  5.6 アクションプランの対策内容 

p. 河川カメラ・水位計の増設・公開 

q. 避難に関する情報提供 

r. 風水害時の道路情報等の公開 

 

 

事業進捗

情報につ

いて 

事業期間 10年が 10年以上になってし

まうという危惧がある。他の課のよう

に、途中の報告会などで、住民の意見

を聞きながらやってほしい。 

今回の報告会で終わりということはなく、意見も頂いている

ので、その都度、情報発信をなるべくしていく。 

P43  5.8 アクションプランの進捗管理 

 

緊急 

排水 

緊急排水

について 

今冠水する場所に、高塚川へ放流する

ポンプをつけることはできないか？ 

ソフト対策として緊急的なポンプ排水はやっていく。 P37  5.6 アクションプランの対策内容 

o.緊急時のポンプによる排水 

土 の

う 

土のうス

テーショ

ンについ

て 

土のうステーションとは？  土のうステーションは、自助のサポートをするために始め

た事業。砂詰めした土のうを 100 袋格納した土のうステー

ションと呼ばれる箱を最大 3 基まで各自治会に支給してい

る。これによって、台風や浸水の恐れがあるときに、そこ

から土のうを持って行って、玄関周り等に設置することに

より、浸水等から防御していただくための資材を提供して

いる制度である。 

P36  5.6 アクションプランの対策内容 

n. 土のうステーション事業 

 

 

 

土のうステーションは何処に何か所

設置されているのか？ 

モデル地区として、可美地区、新津地区、長上地区で実施を

している。可美地区については、高塚南自治会、増楽自治会、

若林北自治会、若林東自治会に支給をしている 

５
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高塚川流域の浸水対策計画の報告会

日時：平成28年9月13日

場所:可美公園総合センター

報告会次第

・ 可美地区連合会長あいさつ

・ 浜松市河川課長あいさつ

・ 浸水対策計画について

・ 質疑応答

【配布資料】

・高塚川流域の総合的な浸水対策について

高塚川の概要・成立ち

諸元・位置図・地形・流域の成立ち

田尻
排水機場（農）

新橋1号排水路（高塚川）
L=3,170m

篠原15号排水路（西部排水路）
L=3,100ｍ

浅田
8号排水路

高塚駅
可美公園

【高塚川の概要】
・新橋１号排水路と篠原１５号排水路をあわせた区間。
・延長は約６㎞、流域面積約７㎞2
・農業用排水路として整備され、その後普通河川にも認定した。

～高塚川流域の総合的な浸水対策について～

田尻排水機場（農）

馬込川

高塚川中流部の状況

全体L＝6,170ｍ

諸元・位置図・地形・流域の成立ち：0.0m～
：0.5m～
：1.0m～
：1.5m～
：2.0m～
：2.5m～
：3.0m～

凡例（地盤高）

東海道新幹線

：流域界
：河川
：東海道新幹線・東海道本線
：国道

国道257号

・明治初期から新田開発により「蓮池」の分割・埋立を行った。
・昭和初期から県営かんがい排水事業により排水機場等を整備

高塚川流域は、標高の高いところに囲まれた窪地地形。

明治32年（1899）

蓮池

昭和45年（1970）

6６
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平成27年９月の台風１８号による浸水被害状況

降雨状況

浸水の状況

高塚川流域

高塚川

0.25ｍ未満

0.25ｍ以上0.50ｍ未満

0.50ｍ以上0.75ｍ未満

0.75ｍ以上1.00ｍ未満

1.00ｍ以上

凡例

浸水深

撮影場所①：南区若林町

撮影場所③：南区小沢渡町

（可美公園付近）

③

②

撮影場所②：南区増楽町

・馬込川流域の平均で、４時間雨量で１１０㎜。
⇒概ね２０年に1回発生する降雨量に相当。

・床上浸水１６件、床下浸水７１件の家屋被害が発生。

①
④

撮影場所④：南区高塚町

P

馬込川の水位の影響により、

強制排水が長時間続いたた
め、
高塚川の水位も上昇

施設規模を上回る降雨

勾配：1/10,000かつ
水草等繁茂のため
水捌けが悪い

流下能力不足により
高塚川から溢水

宅地化

逆流による溢水

水路から溢水
逆流による溢水

逆流による溢水

水路から溢水

6

浸水原因の考察・課題

＜浸水原因＞

【浸水の原因】
①．降雨が馬込川流域全体で施設規模を上回る降雨であった。
②．馬込川水位の影響から、ポンプによる強制排水が長時間続いたこ

とから、高塚川水位が上昇した。
③．川の勾配が緩く、流れが遅いため、藻・水草の影響を受けやすい
④．宅地化されたことにより、宅地の浸水被害が増加したと考えられる

000

中上流部の対策 下流部の対策
雨水が地形に沿って河道へ流入

特徴
・掘込河道

・河道拡幅は下流に負
荷を与える。

貯留施設を整備し、流
出を抑制する。

雨水が河道内へ流入で出来ない

水位が上昇 水位が上昇

特徴
・築堤（沿川の地盤が低い

・高塚川の水位が高いと水
路から排水できない。

高塚川の流下能力を向
上させる。

P

現況流下能力向上
・河床掘削

公園
貯留
施設

排水能力アップ
・現況ポンプの回復と増強
・運転ルールの改善

校庭貯留

逆流防止施設

外水位による影響を低減
・馬込川河道改修

貯留施設による
流出抑制

高塚川の
流下能力の向上

流域からの
流出抑制

土地利用の規制

下流部中上流部

下水道
地下貯留

施設

アクションプランでの対策メニュー

【アクションプラン】
今後10年間の具体
的な、ハード対策・
ソフト対策を組み合
わせた行動計画を
作ります。

8

馬込川河川改修

馬込川

篠原15号排水路

高塚川の改修
（河床掘削）

国道257号

国道１号

ＪＲ東海道本線

ＪＲ東海道新幹線

貯留施設整備
（雨水調整池）

貯留施設整備
（公園・校庭貯留）

新橋1号排水路
高塚川の改修

（ポンプの増強）

【目標の設定】
・アクションプランでは、今後10年を目処に床上浸水を概ね解消するこ

とを目標とします。
・近年被害最大降雨である平成27年9月7～8日降雨規模を対象として

計画。

代表的対策メニュー

田尻排水機場
ポンプ更新

浜松市事業

静岡県事業

【 凡例 】

7７
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9

既に着手したソフト対策

「河川草刈」「土のうステーション」「防災情報システムの公開」を実
施しました。

伐木除去、草刈前 伐木除去、草刈後

出典：静岡新聞 平成28年6月30日 朝刊

浜松市土木防災情報システム

土のうステーション事業

河川内の伐木・草刈

H28.9.13現在、新津地
区・可美地区の23ヶ所
に設置しました。

Ｈ27年度にＬ=3.7㎞ の

伐木・草刈を行いまし
た。

対策実施前 対策実施後
高塚川流域

高塚川

0.25ｍ未満

0.25ｍ以上0.50ｍ未満

0.50ｍ以上0.75ｍ未満

0.75ｍ以上1.00ｍ未満

1.00ｍ以上

凡例

浸水深

高塚川流域

高塚川

0.25ｍ未満

0.25ｍ以上0.50ｍ未満

0.50ｍ以上0.75ｍ未満

0.75ｍ以上1.00ｍ未満

1.00ｍ以上

凡例

浸水深

新橋町

若林町高塚町
水位観測所
（新津橋）

新橋町

若林町高塚町
水位観測所
（新津橋）

浸水実績図 シミュレーション結果（最大浸水深図）

浸水面積は約３割低減、床上浸水を概ね解消します。

0
2
4
6
8

10
12
14
16

対策実施前 対策実施後

床上浸水被害

0

0.5

1

1.5

2

対策実施前 対策実施後

浸水面積

30％減少 16件減少

アクションプランによる効果

アクションプランスケジュール（案）

対策メニュー 前期（H28年度～H32年度） 後期（H33年度～H37年度）

馬込川河川改修

田尻排水機場
ポンプ更新

高塚川の改修
（ポンプの増強）

高塚川の改修
（河床掘削）

貯留施設整備
（雨水調整池）

貯留施設整備
（公園・校庭貯留）

床上浸水を半減 床上浸水を概ね解消

近年被害最大降雨である平成27年9月7～8日降雨規模を対象として計画。

ご静聴ありがとうございました。
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                          平成 2８年１０月 

可美地区の皆様へ                

 
浜松市土木部 河川課 

松島 康浩  
 
 

「高塚川流域の浸水対策計画の報告会」内容のお知らせ 

 
  日頃より、河川行政の各般にわたりご理解、ご協力をいただき厚くお礼申し上げます。  

平成２７年９月の豪雨により、高塚川流域で広範囲に浸水被害が発生したことをうけて、

浜松市と静岡県が連携し、検討してきた総合的な浸水対策の概ねの方針がまとまり、可美

地区の皆様を対象に平成２８年 9 月 13 日に高塚川流域の浸水対策計画の報告会を開催し

ました。当日、出席できなかった方もおられるため、今回、説明資料等を回覧し、その内

容についてお知らせいたします。 

 

 

■日  時  ： 平成２８年９月１３日（火） １９時～２１時３０分 

■場  所   ： 可美公園総合センター ２階ホール  

■出 席 者  ： 可美地区１０１名 

■説 明 者  ： 浜松市(河川課、農地整備課、南土木整備事務所、危機管理課) 

静岡県(浜松土木事務所企画検査課、西部農林事務所農地整備課) 

 

■説明内容  ： 別紙「高塚川流域の総合的な浸水対策について」参照 

        

■問合せ先  ： 浜松市土木部河川課 総務企画ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

担当：飛騨 孝明、鈴木 雄次 

ＴＥＬ：053－457－２４５１ 

 

 

 

回 覧 
■説明会での主な質問・要望・意見 

 

≪質問≫ 

・頻繁に発生する浸水被害を考えるとアクションプランの期間が１０年間では遅い。 

⇒一般的に河川改修は、長期間・多額費用がかかることから、今回のアクション 

プランでは関係部局が連携し、予算も考慮して実施可能な対策として、目標を定 

め計画をしています。 

 

・１０年後の効果が床上浸水の解消では目標設定が低いのでは？ 

⇒アクションプランは、あくまでも当面の対策を盛り込んだ行動計画であり、これ

で終わりではなく、その後も河川の整備計画を検討していきます。 

 

・高塚川の水を南の海側へもっていき、排水することはできないのか？ 

⇒南側へ排水する計画は、勾配や地形的な問題、南側排水機場の能力アップも必要 

となり大規模工事となることから、河川を拡幅する等の対策が適切と考えています。 

 

・可美公園の地下に計画している雨水調整池の詳細を教えて欲しい。 

⇒多目的広場に容量 10,000ｔの地下貯留施設を計画しています。現在、設計は完

了しており 11 月上旬に施工業者が決定する予定となっています。広場は 12 月

から使用中止を考えており、完成は平成 30 年の台風シーズン前に使用できるよ

う計画しています。 

 

・雨水調整池を設置する場所の地盤調査は実施しているか？ 

⇒ボーリング調査を実施しています。調査のなかでガレキ片は出ていません。 

 

・田尻排水機場のポンプ更新より先に増強ポンプを設置したほうがよいのでは？ 

⇒ポンプ増強を先行すると、放流先の馬込川が増水により溢水する危険性がありま 

す。この為、先行しても馬込川改修が終わるまで排水できないことから、現在設

置されているポンプの更新を先行して行います。 

 

・田尻排水機場ポンプの 2 機あるうち、1 機しか動いていない（報告会当日）。２ 

機稼働するようになぜしないのか？ 

⇒ポンプ稼動は河川流量を考慮しているため、水位が高いと 2 機稼働し、水位が下 

がると１機稼働するように調整しながら運転しています。 
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・田尻排水機場の更新にあわせ、ポンプの吸込み口を下げることはできないのか？ 

出来ないなら、新設することも検討した方がよいのでは？ 

⇒今回工事３台の内２台は排水機場のポンプ本体の補修であり、ポンプ性能は変更 

できないので、吸込み口を下げても吸込み水位は変わりません。ただし、ポンプ 

の取換え工事を行うもう１台は、ポンプの吸込み口を下げて、現在よりも低い水 

位から排水できるように計画しています。 

 

・貯留施設の箇所・容量はどれくらいか？また、過去 20 年間で宅地化した面積は

どの位あるのか？ 

⇒貯留施設は、可美公園多目的広場の地下へ設置する雨水貯留施設 1 箇所と、公

園・小中学校のグランドを利用した貯留施設 4 箇所の計 5 箇所、全体で容量 

２8,000ｔを貯留する計画をしています。また、過去に高塚川流域内では約

40ha が農地から宅地へ変更をしています。 

 

≪意見・要望≫ 

・河川内の藻・水草は除去してもすぐに繁茂する。１回ではなく毎年実施しても 

らいたい。 

・対策は市で全て取組むのではなく、国県市をあわせた国家プロジェクトとして計 

画し、１０年先ではなくもっと未来を見据えた一番効率的な計画を考えて欲しい。 

・道路嵩上げについても考えてもらいたい。特に可美中・可美小の生徒が安全に登 

下校できるような対策を考えてもらいたい。 

・道路冠水による通行止めをお願いする際、どこに連絡すればスムーズにいくかソ

フト対策に入れてもらいたい。 

・流域の宅地化も問題とあるが、宅地化の進行を止める対策を早急にお願いしたい。 

 

 (注)発言を要約したものであり、発言すべてを記述したものではありません。 

 
 

赤門幼稚園 光勝院 
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1

高塚川流域の浸水対策計画の補足説明

浜松市河川課

目 次

・ 浸水原因の考察・課題

・ アクションプランでの対策メニュー

・ アクションプランとは

・ もし、事業費の制限がなかったら

・市河川課の財政力は

・アクションプランの事業費

・アクションプランによる効果

P

馬込川の水位の影響により、
強制排水が長時間続いたため、
高塚川の水位も上昇

施設規模を上回る降雨

勾配：1/10,000かつ
水草等繁茂のため
水捌けが悪い

流下能力不足により
高塚川から溢水

宅地化

逆流による溢水

水路から溢水
逆流による溢水

逆流による溢水

水路から溢水

3

浸水原因の考察・課題

＜浸水原因＞

【浸水の原因】
①．降雨が馬込川流域全体で施設規模を上回る降雨であった。
②．馬込川水位の影響から、ポンプによる強制排水が長時間続いたこ

とから、高塚川水位が上昇した。
③．川の勾配が緩く、流れが遅いため、藻・水草の影響を受けやすい
④．宅地化されたことにより、宅地の浸水被害が増加したと考えられる

000

中上流部の対策 下流部の対策
雨水が地形に沿って河道へ流入

特徴
・掘込河道

・河道拡幅は下流に負
荷を与える。

貯留施設を整備し、流
出を抑制する。

雨水が河道内へ流入で出来ない

水位が上昇 水位が上昇

特徴
・築堤（沿川の地盤が低い

・高塚川の水位が高いと水
路から排水できない。

高塚川の流下能力を向
上させる。

P

現況流下能力向上
・河床掘削

公園
貯留
施設

排水能力アップ
・現況ポンプの回復と増強
・運転ルールの改善

校庭貯留

逆流防止施設

外水位による影響を低減
・馬込川河道改修

貯留施設による
流出抑制

高塚川の
流下能力の向上

流域からの
流出抑制

土地利用の規制

下流部中上流部

下水道
地下貯留

施設

アクションプランでの対策メニュー

【アクションプラン】
今後10年間の具体
的な、ハード対策・
ソフト対策を組み合
わせた行動計画を
作ります。
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2

5

馬込川河川改修

馬込川

篠原15号排水路

高塚川の改修
（河床掘削）

国道257号

国道１号

ＪＲ東海道本線

ＪＲ東海道新幹線

貯留施設整備
（雨水調整池）

貯留施設整備
（公園・校庭貯留）

新橋1号排水路
高塚川の改修

（ポンプの増強）

【目標の設定】
・アクションプランでは、今後10年を目処に床上浸水を概ね解消することを目標とします。
・近年被害最大降雨である平成27年9月7～8日降雨規模を対象として 計画。

代表的対策メニュー

田尻排水機場
ポンプ更新

浜松市事業

静岡県事業

【 凡例 】

代表的な対策メニュー

アクションプランとは？

河川改修は通常、100～150年程度掛けて実施します。
⇒抜本的な河川改修は、工事延長が長くなることが多く、工事には長い時間が必要となり、

費用も高額となります。

＜アクションプラン＞
緊急的な対策を盛り込んだ『行動計画』であり、劇的な治水安全度の向上を図る

ものではなく、官民の枠を超えた流域全体での浸水対策の取組みの最初の一歩とな
るもの。

○アクションプランの設定

・行動計画の期間：10年

・対象部局 ：静岡県浜松土木事務所、静岡県西部農林事務所、
浜松市河川課、浜松市農地整備課、浜松市都市公園課、浜松市学校施設課

・行動計画の内容：『実現可能な対策の実施』
⇒実現性、実効性のある対策メニューを行動計画に位置づけ、

確実に実施します。

関連部局が協力・連携し、既存施設の改良や改善、新規対策などの実施することで、
段階的な治水安全度の向上を図ることが重要です。

効果の発現までには
時間と費用を要する・・・

少しでも早く、
治水安全度の向上を図るには・・・

そこで！

27.1m

12.1m

予算に制限が無い場合・・・

予算に制限がなければ・・・

現在の川幅から約2.2倍程度に拡
幅する必要があり、移転対象家屋は
26戸、移転対象工場等は11戸とな
り、皆さんの生活への影響が大きく
なります。

また、事業費は『約380億円』と
非常に高額になります。

河川改修イメージ図

約2.2倍の川幅に拡幅

：現況河道

川幅を12mから31mに拡幅

川幅を7mから
20mに拡幅

西新橋八幡橋

可美公園

田尻
排水機場

高塚川

馬
込
川川幅を12mから

27mに拡幅

：流域界

全区間改修には100～150年必要

予算に制限がなければ・・・

放水路整備イメージ図

川幅を12mから16mに拡幅

川幅を7mから
10mに拡幅

西新橋八幡橋

可美公園

田尻
排水機場

高塚川

馬
込
川川幅を12mから

15mに拡幅

：流域界

・放水路整備だけて約210億円必要
・放水路は海まで完成しないと効果を発揮できない

海への放水路

直径3.75m

海への排水機場整備

海側への放水路整備に必要な事業費は『約210
億円』と非常に高額となります。

加えて放水路より下流側の高塚川の整備「約
220億円」も必要となるため、河川改修のみの場
合より高額となります。
※総事業費：約430億円

予算に制限が無い場合・・・
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3

浜松市河川課の予算状況

浜松市河川課の財政状況は・・・

浜松市河川課の年間予算

河川改良費
（市全域の河川工事に

要する費用）
約9億円

維持管理費
（市全体の管理施設の
維持管理に要する費用）

約11億円

＝+ 合計約20億円

本アクションプランでは、年間１億円程度の対策の実施を予定
しています。
※年間予算の5％、河川改良費の10％程度の対策の実施を高塚
川流域で予定しています。

アクションプランの事業費

対策メニュー 担当機関 前期（H28年度～
H32年度）

後期（H33年度～
H37年度）

想定事業費
（億円）

馬込川河川改修
静岡県

浜松土木
20～30億

田尻排水機場
ポンプ更新

静岡県
西部農林

９億

高塚川の改修
（ポンプの増強）

浜松市 １１億
高塚川の改修
（河床掘削）

貯留施設整備
（公園・校庭貯留）

貯留施設整備
（雨水調整池）

浜松市
上下水道

１３億円

床上浸水を半減 床上浸水を概ね解消

近年被害最大降雨である平成27年9月7～8日降雨規模を対象として計画。

対策実施前 対策実施後高塚川流域

高塚川

0.25ｍ未満

0.25ｍ以上0.50ｍ未満

0.50ｍ以上0.75ｍ未満

0.75ｍ以上1.00ｍ未満

1.00ｍ以上

凡例

浸水深

高塚川流域

高塚川

0.25ｍ未満

0.25ｍ以上0.50ｍ未満

0.50ｍ以上0.75ｍ未満

0.75ｍ以上1.00ｍ未満

1.00ｍ以上

凡例

浸水深

新橋町

若林町高塚町
水位観測所
（新津橋）

新橋町

若林町高塚町
水位観測所
（新津橋）

浸水実績図 シミュレーション結果（最大浸水深図）

浸水面積は約３割低減、床上浸水を概ね解消します。
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床上浸水被害
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浸水面積

30％減少 16件減少

アクションプランによる効果（１）
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9月時点 AP対策後 道路路面標高

9/7 9/8 9/9

34.5時間

11.5時間 1.5時間

12

○交通規制時間への影響（市道鴨江倉松線での通行止め時間）

時点
交通規制時間

（時間）

対策実施前
（平成27年9月時点）

34.5

対策実施後 13.0

対策効果 21.5

9/9 14:02 市道鴨江倉松線

７．対策メニューの効果アクションプランによる効果（２）

約1/3
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4

アクションプランによる効果（２）
○交通規制時間への影響（可美中学校付近市道・若林町内市道（東西方向）での道路冠水時間）

時点
可美中学校付近
道路冠水時間

（時間）

若林町内市道
（東西方向））
道路冠水時間

（時間）

対策実施前
（平成27年9月時点）

25.5 28.0

対策実施後 8.5 10.0

対策効果 17 18.0

可美中学校付近市道

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

3.5

19
:1

0
20

:3
0

21
:5

0
23

:1
0

0:
30

1:
50

3:
10

4:
30

5:
50

7:
10

8:
30

9:
50

11
:1

0
12

:3
0

13
:5

0
15

:1
0

16
:3

0
17

:5
0

19
:1

0
20

:3
0

21
:5

0
23

:1
0

0:
30

1:
50

3:
10

4:
30

5:
50

7:
10

8:
30

9:
50

11
:1

0
12

:3
0

13
:5

0
15

:1
0

16
:3

0
17

:5
0

19
:1

0
20

:3
0

21
:5

0
23

:1
0

標
高

（
T.

P.
,m

）

対策前 対策後 道路高

28.0時間

10.0時間

1

1.5

2

2.5

3

3.5

19
:2

0
20

:4
0

22
:0

0
23

:2
0

0:
40

2:
00

3:
20

4:
40

6:
00

7:
20

8:
40

10
:0

0
11

:2
0

12
:4

0
14

:0
0

15
:2

0
16

:4
0

18
:0

0
19

:2
0

20
:4

0
22

:0
0

23
:2

0
0:

40
2:

00
3:

20
4:

40
6:

00
7:

20
8:

40
10

:0
0

11
:2

0
12

:4
0

14
:0

0
15

:2
0

16
:4

0
18

:0
0

19
:2

0
20

:4
0

22
:0

0
23

:2
0

標
高

（T
.P

.,m
）

対策前 対策後 道路高

19.0時間 6.5時間

8.5時間

若林町内市道（東西方向）

可美公園

可美中学校

可美中学校付近市道 若林町内市道（東西方向）

高塚川

浸水深
低減

浸水深
低減

9/7 9/8 9/9 9/7 9/8 9/9
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既に着手したソフト対策

「河川草刈」「土のうステーション」「防災情報システムの公開」を実
施しました。

伐木除去、草刈前 伐木除去、草刈後

出典：静岡新聞 平成28年6月30日 朝刊

浜松市土木防災情報システム

土のうステーション事業

河川内の伐木・草刈

H28.11.10現在、新津地
区・可美地区の25ヶ所
に設置しました。

Ｈ27年度にＬ=3.7㎞ の

伐木・草刈を行いまし
た。

15

種 別 種 類 対 策 メ ニ ュ ー 担 当 部 局

ハード対策

流下能力の
向上

a.馬込川の河川改修
県浜松土木事務所企画検査課、工
事課

b.高塚川の改修（河床掘削） 市河川課

c.田尻排水機場の更新 県西部農林事務所

d.高塚川の改修（ポンプの増強） 市河川課

流出抑制
e.貯留施設整備（下水道施設） 市下水道工事課

f.貯留施設整備（公共施設） 市公園管理事務所、市学校施設課

維持管理

g.高塚川の維持（草刈、浚渫、藻の除去） 市農地整備課、市河川課

h.道路側溝汚泥の収集・処理 市土木部道路保全課

i.排水機場の運転ルールの策定、適切な維持管理 市農地整備課

j.水源転換と逆流防止施設の整備（高塚川との合流点処理） 市農地整備課、市河川課

ソフト対策

流出抑制

k.市街化調整区域における集落制度に関する開発許可制度の
運用基準の見直し

市土地政策課

l.水田貯留 市農地整備課

被害軽減

m.地域防災力の向上（出前講座，避難訓練） 市危機管理課、南区区振興課

n.土のうステーション事業 市河川課

o.緊急時のポンプによる排水 市河川課

情報提供

p.河川カメラ・水位計の増設・公開 市河川課

q.避難判断水位の設定 市危機管理課、河川課

r.風水害時の道路情報等を市民へ公開
市危機管理課、河川課、道路保全
課

アクションプラン対策メニュー

水田での貯留と遊水地の違い

水田での貯留は・・・

遊水地での貯留・・・

水田貯留 ⇒ 水田に降った雨を貯めて、河川へ流れる量を減らす効果があります。
遊 水 地 ⇒  河川の水を一時的に貯留することで、川への負担を減らします。

河川が増水した時に一時的に
川の水を貯留することで効果を
発揮します。
しかし、日常的に維持管理も

必要になります。

水田に水を張っている場合、畦
の高さとの差が貯留可能な水深
になります。
しかし、通常の雨で貯留できる

量が満杯になり、長時間の雨では
貯留できません。 水田貯留 イメージ図

遊水地 イメージ図

0.30m～0.35m
0.10m～0.15m常時湛水

2.0m～2.5m

水路 水田

河川 遊水地

：湛水可能範囲

：湛水可能範囲
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